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日本のきれいを創る。

埃かぶって誇りもて

• お客様第一主義。

• 環境がきれい

• 話す言葉、行いがきれい

• 心、気持ち、想いがきれい

• 「もったいない」の、一歩先へ。

私たちはきれい創造企業として、産業・文化の発展を支え、日本の環境を守ります。
世の中で不要とされるものに光をあて、新たな価値「きれい」を創ることを通じて、社会に貢献します。

私たちは、従来の常識の枠を越えた発想で今までにはない、新しい価値の発見と仕組みを創り出し、安全で安心な
心地よい社会の実現を目指します。時代が求める企業像へ一歩、一歩着実に。

私たちは物心の両面での「日本のきれいを創る」ことを経営理念とします。

ヤマモトホールディングスグループが理想とする未来を実現するためには、きれい創造企業としてその活動を永く継
続しなければなりません。また、社会や従業員に対する責任においても同様です。そのために私たちは創業70年を越
えた今、創業100年そして、その後を見据えた新たな企業構想を進めて参ります。

企業は社会の役に立つことで存在価値があり、利潤を上げることができ、存続していくことができる。
創業者 山本武雄が伝え続けた信念です。私たちはこれからも、世のため、人のためにあらゆる努力を尽くします。

• 世のため、人のためにつくす。

ヤマモトイズムの継承
創業の精神

経営理念

百年企業を実現します。私たちが目指すもの

私たちが掲げる「きれい」とは

社是（基本方針）

創業者会長　故 山本武雄

マモトホールディングスは、お客様のニーズにきめ細かく対応する
ために専業化された 6法人から構成される事業体です。

グループ創業 70 周年を迎えた今、100 年企業という新たな目標を掲げ、
更なる成長を目指してまいります。
なお、このたび当グループでは、経営組織の抜本的な改革を行い、経営力
を強化するために、ホールディングス制を導入いたしました。
創業100年に向けて成長を加速させ、お客様へ今以上に満足と安心をご提
供したい。もっと地域貢献を果たしたい。雇用を促進し日本経済の活性化
に少しでも役立ちたい・・・
今後の経営計画の戦略で、もっとも重視しているのが AI（人工知能）を
活用した「エコ物流」の確立、SDGｓ経営に基づく事業を通じた社会の
貢献です。これらの戦略を迅速かつ着実に実行することで「きれい創造企
業」として未来に向かって躍進してまいります。
より一層のご支援とご愛顧をよろしくお願い申し上げます。

株式会社ヤマモトホールディングス
設立にあたって

ごあいさつ

株式会社 ヤマモトホールディングス　CEO
山 本     敏 裕
TOSHIHIRO　YAMAMOTO

ヤ

経営・ガバナンス

経営管理体制

様々な変化に迅速に対応し、経済と社会の両面からグループ全体の発展を追求します

「透明性の確保」「円滑な業務遂行」を重視しています

コ ー ポ レ ー ト ガ バ ナ ン ス 体 系 図

報告指示・監督

報告指示 報告指示報告指示報告指示

報告リスク管理
監査

選任・解任
選任・解任

選定・解職・監督 報告

連携

監査

株主総会

取締役会

代表取締役

各部門・子会社

リスク・コンプライアンス委員会 グループ取締役連絡会

内部
監査室

内部
監査室

●グループ部門責任者会……全グループの役職者が集まり、各社の収支実績や活動内容などを報告し、有益な取り
組みや問題点などを互いに認識し参考にすることで自社内の活動に直しや改善を図る
ための情報共有の場となっております。

●各社事業会議／定例会……会社の方針や課題について協議し、円滑な業務執行を図っています。

その他の会議体



ヤマモトホールディングス
ロゴマークの由来

災害派遣 JICA 海外視察団来社

平成 27 年 11月25日平成 23 年 10月28日

出前環境学習 祇園祭清掃

環境大臣表彰拝受 金色有功章拝受

平成 24 年 2月6日

平成 24 年 9月14日

平成 24 年 11月20日

平成 27 年 2月6日

平成 27 年 6月4日

平成 28 年 11月18日

平成 29 年 3月21日

■法務大臣感謝状拝受

■京都府知事表彰拝受

■日本赤十字社銀色有功章拝受

■京都環境賞奨励賞拝受

■法務大臣感謝状拝受

■エコドライブ活動 優秀賞拝受

■熊本支援感謝状拝受

鉄道会社 様

始発から終電、深夜の点検作業時と、
24 時間 365 日対応していただい
てとても助かっています。貴社のお
かげでいつも綺麗な状態をキープで
きています。

劇場ホール 様

講演日と講演のない日では量が違い
ますが、確実に処理していただいて
助かっています。スタッフさんの対
応も良く、いつも気持ちよく作業し
ていただきありがとうございます。

飲食店 様

毎日決まった時間にきっちり処理し
ていただけて安心してお任せしてい
ます。いつも手早く作業していただ
き助かっています。これからもよろ
しくお願いします。

■みつばちプロジェクト

■京都はあとふる企業に
認定

■子供たちのスポーツ
育成支援

■ぬいぐるみプロジェクト

■大谷祖廟・万灯会を
サポートしています

お客様の声

受賞歴（主要）

CSR活動

ヤマモトホールディングス全車両の統一デザインです。HD ロゴはブルーとグ
リーンが円でシンクロするデザインです。青色は「空」や「水」をイメージさせます。 
多くの生命を育み包み込む「母なる海」をイメージさせ、心の深い部分から「サポー
ト」してくれるイメージがブルーです。
緑色は豊かな父なる大地、「植物」と「生命」のエネルギーを感じ、そこから「回復」
というイメージがグリーンです。青空と大地を無限ループが回り続ける。持続
可能な未来環境を創る。そんな思いがこのロゴに込められております。

循環型社会の形成を目指して

一般貨物
自動車運送
収集運搬

一般／産業
廃棄物・資源物
収集運搬

医療廃棄物
特別管理
産業廃棄物
収集運搬

古　着
リサイクル

機密文書
裁　断
リサイクル

清　掃
管　理

産業廃棄物
中間処理

総合リサイクル

資　源
リサイクル

（古紙／ダンボール
ペットボトル／缶／

ビン）
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日々の生産活動、事業活動で発生した各種一般廃棄物・資源物を収集

事業系一般廃棄物収集運搬処理を弊社の中核事業に据え、京都市内で回

収作業を行っております。業務は 365 日休まず弛まずをモットーにお客

様のお役に立てるように努めております。この業務を始めて七十余年。

これからもお客様に必要とされる会社として頑張って参ります。日々の

排出はもちろん、京都伝統の祭りごみの回収にも従事しております。

■AI を使った配車システム

■24 時間対応

■京都市内全域をカバー

STRONG POINT

株式会社 山本清掃 [ 創業／昭和 24 年 4月 ]
〒612-8244  京都市伏見区横大路千両松町 196-1
TEL .075-623-5555 ／ FAX.075-623-5511
U R L : h t t p s : / / www . y am amo t o -m r c . c o . j p
株式会社 アイリンク [ 設立／平成 17 年 2月 ]
〒601-8143  京都市南区上鳥羽麻ノ本町 23-2
TEL .075-694-2222 ／ FAX.075-694-2224
U R L : h t t p : / / i - l i n k . j p
株式会社 下屋敷商店 [ 創業／昭和 5年 ]
〒601-8122  京都市南区上鳥羽北塔ノ本町 7 番地
TEL .075-581-2543 ／ FAX.075-581-2555
U R L : h t t p : / / e c o -m a r u y o s h i . c o . j p
高野清掃 株式会社 [ 開業／昭和 48 年 ]
〒612-8244  京都市伏見区横大路千両松町 196-1･3F
TEL .075-603-5500 ／ FAX.075-623-5515
U R L : h t t p s : / / e c o - y am a t a k a . c o . j p

優良事業者認定

優良事業者認定

お取引できるもの
・一般廃棄物

・引越ゴミ

・粗大ゴミ

・イベントゴミ

・祭事ゴミ

・ゴミ屋敷、遺品整理等

一般廃棄物収集システム

日々の生産活動、事業活動で発生した各種産業廃棄物・資源物を収集運搬

製造過程から生まれてくる不要物や建築現場の解体物など、様々な産業

廃棄物を収集運搬し適正処理の可能な再生・選別工場へ運搬致します。

定期回収はもちろん、スポットでの回収にも対応。排出されるお客様の状

況に併せて排出のお手伝いを致します。

（品目によりお取扱いできないものもございます。担当営業マンにご相談下さい）

産業廃棄物収集運搬システム

一 般 廃 棄 物  収 集 フ ロ ー

サーマル
リサイクル

マテリアル
リサイクル

マテリアル
リサイクル

産 業 廃 棄 物  収 集 運 搬 フ ロ ー

マテリアル
リサイクル

産業廃棄物 KCC
自社工場

契約先指定工場

企業・店舗
など

医療機関
など

特別管理
産業廃棄物

サーマル
リサイクル

焼　却

埋め立て

運搬収集システム
■保有車両

10.0ｔコンテナ車
4.0t コンテナ車
2.0t コンテナ車
3.0t ダンプ車
2.0t ダンプ車
3.5ｔパワーゲート
2.0ｔユニック車
3.0ｔ医療系廃棄物専用車
2.0ｔ医療系廃棄物専用車
小型医療系廃棄物専用車
2.0ｔ大型シュレッダ搭載車

4.0ｔバン
3.0ｔバン
2.0ｔバン
軽バン

4.0ｔパッカー車
3.5ｔパッカー車
営業車
フォークリフト
ユンボ
ホイルローダー

STRONG POINT取り扱い種類
・産業廃棄物

・医療系廃棄物

・機密文書

■安全性優良事業所認定（G マーク）

■優良産廃処理業者認定

■24 時間対応
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お客様の機密書類をお持込して
頂けます。また弊社より引取に
も伺います。

お持込の場合はシュレッドスタ
ジオにて裁断作業を行います。

専門スタッフによる裁断処理を
致します。

お客様はモニタールームにて
機密処理の状況をご覧頂けます。

お客様のところまでお伺いします。 その場で機密書類を計量します。 お客様の前で作業を行いますの
で機密処理の状況をご覧頂くこ
とができます。

大型シュレッダーのパワーで一
時間あたり 1t もの書類を裁断
する事が出来ます。

圧縮プレス加工しブロック状に
梱包します。

自社便を使って契約製紙会社へ
出荷。

当社指定の製紙会社にてリサイ
クル作業を行います。

トイレットペーパー等に生まれ
変わります。

シ ュ レ ッ ド ス タ ジ オ で の 持 込 ・ 引 取 サ ー ビ ス

エ コ ポ リ ス バ ン で の 出 張 裁 断 サ ー ビ ス

リ サ イ ク ル の 流 れ （ 契 約 製 紙 メ ー カ ー ）

「機密文書の完全抹消」と「紙資源リサイクル」の二つを実現

個人情報保護法や会社法人の経理書類など、まだまだ書面で保管されているも

のがたくさんある国内事情に対応する機密文書裁断システム。単純焼却は環境

配慮の観点から禁止される方向となっています。またどうしても直接溶解による

情報抹消では、排出から処理までに時間が生じる可能性があります。出来うるだ

けお客様の目の前で裁断作業を行い、裁断くずのリサイクルも行っております。

シュレッドスタジオ [ 開設／平成 30 年 4月 ]

■セキュリティシステム

安　心

警　備

モニタールーム完備
（処理状況を監視可能）
機械警備
（静脈認証・防犯カメラ）
人員警備
（常駐ガードマン）

施設所在地
〒612-8244  京都市伏見区横大路千両松町 195
TEL .075-603-5500 ／ FAX.075-623-5511
U R L : h t t p s : / / www . y am amo t o -m r c . c o . j p

■1t /1 時間の処理能力
■京都唯一の持込裁断システム
■徹底した教育を受けた専門スタッフ

STRONG POINT

日本通運(株)
京都支店洛南営業課

パチンコ
新天地

横大路
バス車庫ファミリーマート

79

13

1

横大路

横大路保育園

京都府立
洛水高等学校

セブンイレブン

京
阪
国
道

京都外環状線
外環横大路

京都市役所 環境政策局
南部クリーンセンター

シュレッドスタジオ

機密文書裁断システム

京都建物総合管理株式会社 [ 開設／平成 24 年 12 月 ]

■会社概要

業　　　　種
管 理 実 績
自社所有ビル

廃棄物管理業
1,000 件
1 棟

所在地
〒600-8176  京都市下京区北町184-2  YHD烏丸六条ビル 3F
TEL .075-353-6666 ／ FAX.075-353-6667

■廃棄物処理を一括管理
■お客様のニーズに細かく対応いた
します
■廃棄物以外の様々なご要望に対応

STRONG POINT

廃棄物の一元管理と環境戦略をサポート

全国に拠点を持つ大手企業様も、地域ごとに定めのある廃棄物管理は大

変な作業となります。私どもは、そんな環境意識の高い企業様をサポー

ト。コストの低減についてもご提案致します。今や環境配慮や意識は、企

業様にとって大切な社会のバロメーターとなっています。企業様の環境

への取り組みをしっかりと応援して参ります。

京都駅

烏
丸
通

堀
川
通

河
原
町
通

五条通

六条通

花屋町通

七条通

塩小路通

鴨
川

5市営地下鉄烏丸線
五条駅 5番出口

東本
願寺

京都建物総合管理京都建物総合管理
烏丸六条南東角のビル

一 元 管 理

顧客企業顧客企業

専門的な
アドバイス

通常のコンサルティング企業

コンサルティング

請求書・支払い
代行業務

請求書・支払い
代行業務

コンプライアンスコンプライアンス

顧客企業顧客企業

環境対策課環境対策課

顧客企業顧客企業

リスク
マネジメント
リスク

マネジメント確認・連絡業務や請求業務を集約させ作業量を軽減
日々業務を簡素化1

2

3

4

窓口一本化

管理ルールを徹底させ地域ごとの法規制をクリア
排出者リスクの対策完備

コンプライアンス
の強化

現状を把握し問題点を改善
その都度、状況を報告現状の透明化

法令・各自治体条例にそった業務の遂行
各拠点へのアナウンスと作業サポートの実現適正業者の選定

排出物一元化によるメリット1.

当社は、各拠点の状況を調査し、適正な排出物処理体制のスキームを提案いたします。

業務内容2.

注） 現場状況によっては提案ができかねる場合もあります。あらかじめご了承下さい。

排出物
マネジメント

専門性が高く、
可視化が困難な
環境対策を代行

専門性が高く、
可視化が困難な
環境対策を代行

報 　 告 リスクマネジメントコンサルタント一元管理 処理手配
•各拠点ごとの排出状況
•処理費の値上げや行政区の　
廃棄物関連情報
•法改正に対する対応方法 など

•請求窓口一本化
•日々連絡業務の集約
•許可証の整理
•委託契約書の締結状況把握
•処理フローの整理
•排出量の集計 など

•排出物からの　　　　　　　
リサイクル商品化検討
•企業内での管理部門　　　　
設立サポート
•管理業務の効率化
•リサイクル率の向上 など

•定期的な処理
•有価物での処理
•スポット処理
（移転・閉鎖・解体）
•リサイクル処理
•緊急や突発的な処理 など

•契約書などの書類整備
•委託業者の監査
•各拠点の問題点の抽出と
その改善 など

１ 2 3 4排出量・廃棄区分・
現状費用などの
ヒアリング調査

コストシミュレーション
資料の作成

管理実施！
実務に着手

排出物保管状況の確認
現地調査

3. 業務導入までの流れ

建物総合管理システム
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産業廃棄物を高精度に分別し、リサイクルの効率化に努めた資源循環型処理プラント

様々な状況で排出されてくる産業廃棄物。その状態や数量も様々。こうした

産業廃棄物を適正処理するために選別を行い、品目ごとに出来る限りリサ

イクル（再資源化・サーマルリサイクル）へ。まずは選別することがリサイ

クルを行うことへの第一歩。選別作業には機械化されたものと人の手で行

う大切さ。よりその精度を高めるために、業務に取り組んでおります。

混合廃棄物リサイクルプラント

KCC  京都クリアセンター [ 開設／平成 16 年 8月 ]

■施設概要

敷地面積
作業棟
本社棟

約 4 , 8 0 0 ㎡
3 棟
1 棟

ヤード所在地
〒612-8244  京都市伏見区横大路千両松町 195
TEL .075-603-5500 ／ FAX.075-623-5511
U R L : h t t p s : / / www . y am amo t o -m r c . c o . j p

■20,000 ㎥ / 月の処理が可能
■24 時間受入可能
■50m の選別ライン　　　　　　　
　（京都市最大級の混合廃棄物処理工場）

STRONG POINT

日本通運(株)
京都支店洛南営業課

パチンコ
新天地

京都府立
伏見港公園横大路

バス車庫

京阪
本線

中書島駅

宇治
川

ファミリーマート

79

124
115

13

1

横大路 下三栖

横大路保育園

京都府立
洛水高等学校

セブンイレブン

サークルK

京都大防災研究所

鼓月
本社工場

京
阪
国
道

阪
神
高
速
８
号
京
都
線

京都外環状線
外環横大路

京都市役所 環境政策局
南部クリーンセンター

KCC
京都クリアセンター

優良産廃処理業者認定

選 別 ・ 圧 縮 フ ロ ー

保 管 ・ 積 替 フ ロ ー

KCC
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最新技術を用いた資源リサイクルプラントコントロールシステム

リデュース（抑制）・リユース（再利用）・リサイクル（再資源化）の 3Rに

基づいて循環型社会の構築を目指し、資源リサイクルプラントを設置。

ペットボトル、空き缶、空きビンを再資源化しています。

自然と調和し、資源の有効利用を図るための総合処理システムで、快適

な未来環境づくりを目指しています。

株式会社 エム・アール・シー [ 開設／平成 9年 4月 ]

■施設概要

敷地面積
工場棟
事務所棟

約 2 , 8 0 0 ㎡
3 棟
1 棟

施設所在地
〒601-8143  京都市南区上鳥羽麻ノ本町 23-2
TEL .075-672-1000 ／ FAX.075-681-0110
U R L : h t t p : / / www . k y o t o - m r c . c o . j p

■混合資源物の受入可能
■大型トラックの搬入可能
■京都南インターから近くて便利

STRONG POINT
京都中央信用金庫

吉野家

ニトリ

京都いすゞ

名神高速道路

鴨川鳥羽大橋

京都南IC

マクドナルド

久世橋通 久世橋通大宮

久世橋通

京
阪
国
道

大
宮
通

1

エム・アール・シー
名神京都南 ICすぐ

資源リサイクルプラント

ペ ッ ト ボ ト ル ／ 缶 ／ ビ ン 　 リ サ イ ク ル ラ イ ン

資源物搬入 受入 自動分離 粗選別

分
別

粉
砕

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ

粉
砕
機

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

手
選
別

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

充
填

ス
チ
ー
ル
缶
選
別

ア
ル
ミ
缶
選
別

圧
縮
成
型

磁
選
機

手
選
別
回
収･

分
別

搬
出

ビ
ン
手
選
別

ア
ル
ミ
選
別
機

プ
レ
ス
機

ペットボトル

缶

ビン

計量

受入

袋類 雑ごみ カレット
類

不燃物
ごみ

可燃物
ごみ

そ
の
他
ビ
ン

茶
色
ビ
ン

白
色
ビ
ン

カ
レ
ッ
ト

マテリアル
リサイクル

M .R . C
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環境と福祉の融合を実現する古着・古布リサイクルプラント

日本には、着るものを大切にする文化があります。不要になった衣類や肌着

も洗濯してから捨てる文化。まだ使える古着を燃やして処分するのではなく、

再利用（リユース）することも環境負荷を低減する大切なことです。京都府

下最大級の古着・古布リサイクルプラントである京丹波ウエスには、たくさ

んの古着が集まり選抜されたのちに国内および海外に出荷されて行きます。

京丹波ウエス [ 開設／平成 22 年 10 月 ]

■施設概要

敷地面積
延床面積
工場棟
事務所棟

約 4 , 9 5 0 ㎡
約 1 , 3 2 0 ㎡
2 棟
1 棟

施設所在地
〒622-0231  京都府船井郡京丹波町豊田鳥居野 55
TEL .0771-89-1551 ／ FAX.0771-89-1515

■京都府下最大級の古着リサイクル工場
■障がい者雇用を推進
■自動車工場、印刷工場で使用されてい
るウエスを製造

STRONG POINT

27

9 446446 445445

京丹波ウエス

丹波ワイン

須知高

京丹波
町役場

丹波自然
運動公園

橋を渡って約100m先
右手の山道（登り道）に入る

至 丹波 IC

至 瑞穂・福知山

高屋川

道幅が狭い為
大型車は通行不可

447447

文
豊田

古着・古布リサイクルプラント
京丹波ウエス

古 着 ・ 古 布 リ サ イ ク ル フ ロ ー

搬入 受入 選別

計量

選別

受入 マテリアル
リサイクル

マテリアル
リサイクル

サーマル
リサイクル

約100種類 原料
RPF（固形燃料）

工業用ウエス

国内リユース

海外リユース
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1940’s ～1950’s 1990’s 2000’s 2010’s

・京都市中京区寺町二条にて、
　京都市公認山本衛生開設

・京都清掃組合（土地組合）に加盟

・山本清掃に
　名称変更

1960’s～1980’s
創業期 発展期 第二次成長期成長期

１９９７年（平成９年）
４月・マテリアルリサイクルセンター
　　　（MRC）開設
　　・MRC事業部設立

２０００年（平成   １２年）
９月
・MRC事業部   を有限会社
　エム・アール・   シーとして法人化
・山本敏裕が代   表取締役に就任

２００２年（平成１４年）
１１月
・有限会社エム・アール・シーを
　株式会社に組織変更
・山本秀子が代表取締役に就任

１９５４年 (昭和２９年 )
■清掃法制定
　それ以前は明治33年に制定された
　汚物掃除法が適用されていた。

１９６７年 (昭和４２年 )■公害対策基本法制定
１９７０年 (昭和４５年 )■廃棄物処理法制定
１９７１年 (昭和４６年 )■環境庁発足
１９８１年 (昭和５６年 )■[京都府 ]自然環境の
　　　　　　　　　　  保全に関する条例制定

１９８８年 (昭和６３年 )■オゾン層保護法制定

１９９３年 (平成５年 )
■環境基本法制定
１９９５年 (平成７年 )
■容器包装リサイクル法制定
１９９７年 (平成９年 )
■地球温暖化防止京都会議開催、
　「京都議定書」採択

１９９８年 (平成１０年 )
■地球温暖化対策推進法
■家電リサイクル法制定
１９９９年 (平成１１年 )
■[京都府 ]ごみ処理広域化計画、
　京と地球の共生計画 (地球温暖化対策
　推進版 )策定
■ダイオキシン類対策特別措置法制定

２０００年 (平成１２年 )■循環型社会形成推進基本法、建築リサイクル法、
　　　　　　　　　　  食品リサイクル法、グリーン購入法制定、
　　　　　　　　　　  廃棄物処理法改正
２００１年 (平成１３年 )■ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に
　　　　　　　　　　  関する特別措置法 (PCB特別措置法 )制定
２００２年 (平成１４年 )■[京都府 ]京都府産業廃棄物の不適正な
　　　　　　　　　　  処理を防止する条例制定／自動車リサイクル法制定
２００３年 (平成１５年 )■産業廃棄物処理法改正
　　　　　　　　　  ■「日本環境安全事業株式会社法」公布・施行
　　　　　　　　　  ■「廃棄物処理法」改正 (不法投棄の未然防止、リサイクルの推進 )

２００４年 (平成１６年 )
■大気汚染防止法改正
２００６年 (平成１８年 )
■産業廃物処理法改正

２０１１年 (平成２３年 )
■東日本大震災で原子力発電所の損壊による放射性物質の拡散 (福島 )
２０１２年 (平成２４年 )
■第四次環境基本計画策定■小型家電リサイクル法
２０１３年 (平成２５年 )
■PM2.5が社会問題化、環境省指針による注意喚起開始
■第三次循環型社会形成推進基本計画策定■小型家電リサイクル法施行
２０１５年 (平成２７年 )
■廃棄物処理法及び災害対策基本法改正

２０１１年 (平成２３年 ) ３月
■東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）が発生
２０１３年 (平成２５年 ) ９月
■2020年夏季オリンピックの開催都市が
　東京に決定
１２月
■『和食』がユネスコ無形文化遺産に

２０１６年 (平成２８年 ) ４月
■熊本地震が発生
 ５月
■先進国首脳会議（G7サミット）が、
　三重県 伊勢志摩で開催
　（伊勢志摩サミット）

・京丹波ウエス開設

・プライバシーマーク
　取得

６月

１２月

・５１条施設認可を受ける
・中間処理施設許可（破砕・切断）取得
・KCC（京都クリアセンター）
　２４時間受け入れ可能となる

・ヤマモトホールディングス設立

９月

１１月

・きれい創造配車センター開設１０月
ウエス全景

国
・
京
都
府
の

環
境
施
策

１９９８年 (平成１０年 ) ２月
■長野冬季オリンピック開催世

の
中
の

動
き

１９４５年 (昭和２０年 ) ８月
■太平洋戦争終結
１９４９年 (昭和２４年 )１１月
■湯川秀樹、ノーベル物理学賞受賞
１９５４年 (昭和２９年 )１２月
■日本の高度経済成長始まる（～1973年）

１９６４年 (昭和３９年 ) １０月■東京オリンピック開催
１９７０年 (昭和４５年 )３月■大阪で日本万国博覧会開催
１９７１年 (昭和４６年 ) １月■環境庁が発足
１９７３年 (昭和４８年 ) １０月■第四次中東戦争が勃発
　　　　　　　　　　　　　これによりオイルショック始まる
１９８４年 (昭和５９年 ) ５月■グリコ・森永事件発生
１９８８年 (昭和６３年 ) ６月■リクルート事件発覚

１９９０年 (平成２年 ) １０月
■東西ドイツ統合
１９９５年 (平成７年 ) １月
■兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）発生
 １９９５年 (平成７年 ) ３月
■地下鉄サリン事件発生

２００１年 (平成１３年 ) ９月
■米国同時多発テロ事件発生
２００２年 (平成１４年 ) ５月
■サッカーワールドカップ、日韓共同開催

創業当時は大八車を引いて
ごみの回収を行っていました

４月

・京都清掃業協同組合認可
・京都市一般廃棄物処理業許可
　第５号取得

高度経済成長期になり
オート三輪車で回収するように

４月

１９５８年（昭和３３年）

１９４９年（昭和２４年）

４月 ・株式会社山本清掃を設立
　（資本金1000万円）

２月

・５0周年記念事業
   機密文書出張細断事業
　エコポリスバン導入

・エコ   システム協議会に加盟

・山本   敏裕が代表取締役社長に
　山本   武雄が取締役会長に就任

・京都府廃棄物
  再生事業者登録

７月

３月

７月

・大型車     輌（10t車）を2台導入１月

・「ISO1    4001」の認証を取得３月

・パピル    スネットワーク全国会設立と同時に加盟９月

・株式会     社山本清掃、資本金を２０００万円に増資

・株式会     社山本清掃、資本金を4０００万円に増資

・株式会     社山本清掃、資本金を5０００万円に増資

１０月

・京都   クリアセンター（KCC）の
  新設   工事着工

３月

・内閣府     認定 特定非営利活動法人
　日本廃     棄物再利用研究機構設立発起人となる

５月

２月

・大型   パッカー車を導入４月

１０月

・京都クリアセンター（KCC）開設
・本社所在地を現住所に移転

８月

・混合廃棄物選別機新設中間処理業
　許可（選別）取得

３月

・新卒者採用開始４月

・京都府清掃事業連合会発起
　全国清掃事業連合会加盟
　パソコンOA機器買取、
　機密抹消事業開始

７月

・食品の残さ リサイクル事業開始５月

・障がい者雇用開始４月

・京都議定書に連動し、CO2オフセット
   付き出張細断サービスを開始。

１１月

・エコプロダクツ2008出展１２月
４月

６月

・大規模事業向け
  廃棄物管理事業開始

１１月

・貨物軽自動車運送事業開設２月 ・貨物   軽自動車運送事業開設２月

・環境フォーラム京都 2008 出展３月

・プライバシーマーク取得　キックオフ５月

・６０周年記念事業
  エコポリスバン３号機導入

４月

・山本清掃創立６０周年記念式典開催１０月

・女子サッカーなでしこリーグ
　「バニーズ京都」 スポンサー登録
・バニーズ京都 SC 後援会 副会長就任

２月

・「建都１２００年祭」イベント後の
　清掃を請け負う

１２月

・社団法人京都府トラック協会
　に加盟
・一般貨物自動車運送事業
  近運貨振取得

６月

１９９８年（平成１０年）

１９９９年（平成１１年）

・京都府計量証明事業登録、
   京都府計量証明事業協会加盟

１０月

・京都府公認４０tトラック
　スケール計量事業所開業

１２月

・「祇園祭」のごみ回収を開始

アイリンク

２２年続けています

エコポリスバン

１９９９年（平成１１年）
１２月
・MRC駐車場および
　トラックヤードを拡大

２００４年（平成１６年）
５月
・株式会社エム・アール・シー、
　資本金5000万円に増資

２００４年（平成１６年）
１１月
・MRC
　リニューアルオープン

２００９年（平成２１年）
６月
・有限会社新生環境が
　グループに加わり、
　株式会社アイリンクに社名を変更

１０月
・株式会社アイリンク
　 KES取得

２０１２年（平成２４年）
１２月
・京都建物総合管理株式会社設立
・山本敏裕が代表取締役に就任

２０１５年（平成２７年）
６月
・京都建物総合管理株式会社
　YHD烏丸六条ビルへ移転

２００７年（平成１９年）
１１月
・株式会社エム・アール・シーを
　完全分社化
・中間処理業許可（破砕）取得

２００８年（平成２０年）
３月
・株式会社
エム・アール・シー
ISO14001取得

２００９年（平成２１年）
８月
・株式会社エム・アール・シー 
　ハートフルエコ計画開始

２０１４年（平成２６年）
１０月
・M.R.Cサテライトセンター開設
１１月
・株式会社エム・アール・シー 
　山本真也が代表取締役に就任

１９３０年（昭和５年）
・下屋敷久直、光井喜六、はな夫妻に
  より創業

１９６０年（昭和３５年）
・二代目 光井正雄が
　京都清掃業協同組合の
  発起人として理事に就任

１９７５年（昭和５０年）
・宮家から表彰を受ける

１９７３年（昭和４８年）
・京都市公認一般廃棄物処理業 高野清掃を
　高野弘友が開業する

２００８年（平成２０年）
・高野清掃株式会社に変更
・高野弘友が代表取締役に就任

１９８９年（平成元年）
・三代目 下屋敷忠義が代表就任

１９９８年（平成１０年）
・四代目 下屋敷洋子が代表就任

２０１０年（平成２２年）
・京都環境事業協同組合
  （旧 京都清掃業協同組合）
　　　　　　　　５０周年

２０１５年（平成２７年）
・株式会社下屋敷商店として法人化
・下屋敷洋子が代表取締役に就任

２０１６年（平成２８年）
・YHDグループ企業に
・五代目 屋嘉文太が
　代表取締役に就任

２０１９年（令和元年）６月
・新社屋完成

２０１８年（平成３０年）
・YHDグループ企業に
・山本智也が
  代表取締役に就任

・山本敏裕入社

パッカー車

４月

・京都市入札権取得

山本清掃サービスパッカー車

５月

・正社員採用に着手４月

・山本清掃サービスに名称変更１月

１９６８年（昭和４３年）

１９８４年（昭和５９年）

１９８７年（昭和６２年）

１９８８年（昭和６３年）

１９８９年（平成元年） ・社団法人京都府産業廃棄物
　協会に加盟
・アルミ缶リサイクル協会加盟

３月

４月

・大谷祖廟清掃業務を開始

・MRC開設（空缶、空瓶、
  ペットボトルのリサイクル工場）

８月

１２月 ・ナカバヤシ（株）環境関連機器
　販売京都地区代理店に加盟
・京都市産業廃棄物処分業許可（粉砕）取得

１２月 ・「地球温暖化防止京都会議」に
　業界初自社ブース出店

１９９２年（平成４年）

１９９４年（平成６年）

１９９５年（平成７年）

１９９７（平成９年）

１９９６（平成８年）

心を込めて清掃しています

業界初出店自社ブース

京都清掃業協同組合
創立記念写真

・ハートメディカル事業部
　設立

４月

・株式会社アイリンク KES取得１０月

・株式会社エム・アール・シー
　ハートフルエコ計画開始

８月

・環境福祉室設立１１月
・KCCサテライトセンター開設

・環境フォーラム京都２００９出展３月

京都クリアセンター（KCC）

KCCサテライトセンター

ハートメディカル車

・京都市北区にYHD大宮寮を開設１１月

・SDGs取組開始

・70周年記念式典開催

・有限会社能瀬運送の
　一般廃棄物部門の営業権を
　譲り受ける

・東本願寺東大谷会へ入会
・新卒採用開始

４月

・熊本地震の復興
　支援のため
　熊本県へ援助派遣

・京都みつばちプロジェクトを
　　　　　　　　　　　　開始

５月

・70周年記念事業
   シュレッドスタジオ開設

・東日本大震災の復興支援の
　ため岩手県へ援助派遣

・山本清掃創業者 山本武雄の
　「お別れの会」開催

４月

・台風１２号による水害の復旧支援
　活動のため和歌山へ援助派遣　

９月

・６５周年記念事業
   エコポリスバン４号機導入

４月

・台風１８号による水害の復旧支援活動のため
　福知山へ援助派遣

・本社社屋リニューアル

９月

１２月

１０月

株式会社
エム・アール・シー

株式会社
下屋敷商店

高野清掃
株式会社

株式会社
アイリンク

京都建物
総合管理

株式会社
山本清掃

２０１９年（令和元年）

２０１４年（平成２６年）

２０１５年（平成２７年）

２０１６年（平成２８年）

２０１７年（平成２9年）

２０１８年（平成30年）

２０１３年（平成２５年）

２０１０年（平成２２年）

２０１１年（平成２３年）

２００４年（平成１６年）

２００６年（平成１８年）

２００７年（平成１９年）

２００８年（平成２０年）

２００８年（平成２０年）

２００９年（平成２１年）

２００１年（平   成１３年）

２００２年（平   成１４年）

２００３年（平   成１５年）

２０００年（平   成１２年）

ヤマモトホールディングスの歩み

２００５年（平成１７年）
２月
・有限会社アイリンク設立（資本金３００万円）
・山本一美が代表取締役に就任

・５５  周年記念事業
 エコ   ポリスバン２号機導入
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―五つの誓い―

当社は事業活動における地球環境への負荷
軽減活動に取り組んでいます。KES 環境マネ
ジメントシステム・スタンダード・ステップ
２の認証登録をしています。

環境負荷を低減した業務システムを確立し、平
成14年３月 ISO14001の認証を取得しました。
この取り組みを通じて社内体制を整備し、名実
ともに環境企業として組織が強化されました。

ヤマモトホールディングスでは、地域社会に必要とされるため、次世代のため、環境のために、
環境のこと、社会のこと、子供たちのことを考えて何をすべきか、あるべき姿に向かって取り組
んでいます。長期ビジョンを踏まえて、今何をすべきかを考え活動してまいります。

2019.2.7　CEO 山本敏裕

KES step2 ISO

1. 組織としての対応
2. 外部専門機関との連携
3. 取引を含めた関係遮断
4. 有事における民事と刑事の法 的対応
5. 裏取引や資金提供の禁止

ヤマモトホールディングスは、反社 会的勢力に対して、次に掲げる基本
方針に基づき対応します。

反社会的勢力関係法令を遵守

『コンプライアンス宣言』
私たち人財教育で業務品質の向上を目指しています。人
の成長に投資し、人材育成をすすめます。

『人財教育宣言』

『環境宣言』 『ヤマモトホールディングスSDGs宣言』

私たちはこの 5 つの宣言を第一に考えて作業に取り組みます
宣  言

私たちはすべての安全を最優先とし、労働安全管理水準
の向上に努め、ゼロ災害推進を宣言します。

『労働安全宣言』
～すべてにおいて安全が優先する～

Promise
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COMPANY  P ROF I L E 会社概要 YAMAMOTO  HOLD I NG S  G ROUP グループ会社紹介

商 号
設 立
従 業 員 数
売 上 高
主要取引銀行
許 可

営 業 種 目

主 要 取 引 先

仕 入 先
取 得 資 格

株式会社ヤマモトホールディングス
創業  1949 年 4 月　　ホールディングス設立  2014 年 11 月 11 日
155 名（グループ全体／ 2019 年 6月）
20 億円（グループ全体／ 2019 年 6月）
北國銀行京都支店／京都銀行東九条支店／みずほ銀行京都支店
一般廃棄物処理業許可（京都市、大津市、宇治市、城陽市、久御山町、京田辺市）
産業廃棄物処分業許可　京都市内 2拠点（中間処理）
産業廃棄物収集運搬業許可　近畿 2府 4県（積み替え保管 2拠点）
特別管理産業廃棄物収集運搬業許可
京都府公安委員会古物商許可
一般貨物自動車運送事業許可
一般廃棄物処理業 ( 収集運搬 )
産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物処分業
計量証明事業（京都市伏見区、京都市南区、京都府京丹波町）
清掃管理業
衣類リサイクル業
機密文書出張裁断リサイクル事業
環境関連機器販売
廃棄物・環境コンサルティング業
一般貨物自動車運送業
解体工事業
京阪電気鉄道株式会社／株式会社京都銀行 ／ナカバヤシ株式会社
東本願寺／ 京都信用金庫／ 京都中央信用金庫
その他、10,000 社以上
日野自動車株式会社／いすゞ自動車株式会社
産業廃棄物収集運搬課程修了者  
特別産業廃棄物収集運搬課程修了者／処分課程終了者
特別管理産業廃棄物管理責任者 ／破砕・リサイクル施設管理士
ゴミ処理施設管理士／一般主任計量者
危険物取扱者（乙種４種） ／フォークリフト運転技能者
運行管理士／ガス溶接技能者／アーク溶接技能者
甲種防火管理者／第二種酸素欠乏危険作業主任者  
車両系建設機械運転技能講習修了者
労働衛生管理員／冷媒回収技術者／特定化学物質等作業主任者  
はい作業主任者／小型移動式クレーン運転技術者  
玉掛け技能者／廃棄物管理士 

株式会社ヤマモトホールディングス
〒612-8244　京都市伏見区横大路千両松町 196-1
TEL  075-603-5500( 代 )　FAX  075-623-5515
https://yamamoto-hd.jp

株式会社 エム・アール・シー
〒601-8143　京都市南区上鳥羽麻ノ本町 23-2
TEL  075-672-1000　FAX  075-681-0110
http://www.kyoto-mrc.co.jp

株式会社 アイリンク
〒601-8143　京都市南区上鳥羽麻ノ本町 23-2
TEL  075-694-2222　FAX  075-694-2224
http://i-link.jp

京都建物総合管理株式会社
〒600-8176　京都市下京区北町 184-2 YHD 烏丸六条ビル 3F
TEL  075-353-6666　FAX  075-353-6667
http://kyotate.jp

株式会社 下屋敷商店
〒601-8122　京都市南区上鳥羽北塔ノ本町 7番地
TEL  075-581-2543　FAX  075-581-2555
http://eco-maruyoshi.co.jp

高野清掃株式会社
〒612-8244　京都市伏見区横大路千両松町 196-1・3F
TEL  075-603-5500　FAX  075-623-5515
https://eco-yamataka.co.jp

株式会社山本清掃
〒612-8244　京都市伏見区横大路千両松町 196-1
TEL  075-623-5555( 代 )　FAX  075-623-5511
https://www.yamamoto-mrc.co.jp

KCC 京都クリアセンター
〒612-8244　京都市伏見区横大路千両松町 195
TEL  075-603-5500　FAX  075-623-5511

ハートメディカル

0120-82-0005

0120-82-0005

京丹波ウエス
〒622-0231　京都府船井郡京丹波町豊田鳥居野 55
TEL  0771-89-1551　FAX  0771-89-1515
0120-05-2951

0120-17-1381

0120-810-100

[ 京丹波ファーム ]
〒622-0231　京都府船井郡京丹波町豊田鳥居野 84

[KCC サテライトセンター ]
〒612-8294　京都市伏見区横大路天王前 87-12

[ きれい創造配車センター ]
〒601-8142　京都市南区上鳥羽中河原 47-1

[MRC サテライトセンター ]
〒601-8142　京都市南区上鳥羽中河原町 52-1

[ ヤマモト HDグループ企業各社加盟団体 ]
特定非営利活動法人 内閣府認定 日本廃棄物再利用研究機構
公益社団法人 京都府産業資源循環協会
公益社団法人 京都府ビルメンテナンス協会
一般社団法人 京都府トラック協会
一般社団法人 京都府トラック協会 南支部
一般社団法人 全国清掃事業連合会
一般社団法人 京都府清掃事業連合会
一般社団法人 京都府計量協会
一般社団法人 全日本機密文書裁断協会
　　　　　　　　　　　( 旧 パピルスネットワーク全国会 )
京都環境事業協同組合
京都府計量証明事業協会
京都市ごみ減量推進会議
京都商工会議所
京都桃山ライオンズクラブ
盛和塾
京都経営研究会
エコ・システム協議会
関西環境保全事業協同組合
千両松地域エコ協議会
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「もったいない」の、一歩先へ。

日本のきれいを創る

運命と言うほど大袈裟ではないけれど、足りなくてようやく大切さを知る、そんな小さな廻り合わせ。

大切な家族や仲間も、思えば必ず “縁” から始まります。

創業以来、私たちが大切にし続けてきた想いも、支えられた力も、振り返ればすべて縁でした。

人と人、人とモノ、どんな小さな出会いも縁。

だから当たり前だと思わずに、いつも心の中で「ありがとう」と呟きながら。

ヤマモトホールディングスでは、資源を再生し、地球環境を守るという業務に誇りを持って全力で取り組んでいます。

そして今日、貴方と出会えたという、このよき “縁” に感謝して。
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